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 第６章 議会事務局の対応                      

 

○職員等安否確認 

 ・職 員･･･議会事務局緊急時連絡網（電話⼜はメール等）にて安否を確認するとと

もに参集を周知 

 ・議 員･･･前震及び本震発⽣後、議会事務局において電話による安否の確認 

 

 

 

 

 

 

○職員参集状況 

 ・前震時･･･１８⼈／２５⼈（３⼈は育休中） 

       ※⾮参集者７⼈中、１⼈は出張中、６⼈は家庭の事情等による 

 ・本震時･･･１７⼈／２５⼈（３⼈は育休中） 

       ※⾮参集者８⼈は家庭の事情等による 

 

○議員への情報提供及び議員からの情報等収集 

 ・議 員 へ の 情 報 提 供･･･災害対策本部の情報（資料）を、議会事務局より議員へ

ＦＡＸ⼜はメールにて送信 

 ・議員からの情報等収集･･･議会事務局が窓⼝となり、議員からの情報、要望・提⾔

等を集約し災害対策本部へ報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 課 題 》 

 議員の安否確認については、携帯電話もしくは⾃宅電話による確認としたた

め、相当な時間を要したことから、緊急時の連絡⼿段として、電話以外の⼿段

を確⽴することが必要であった。 

《 課 題 》 

 議員への情報提供は、毎回、情報（資料）量が多く、特にＦＡＸ送信には、

相当な時間を要したことから、他の⼿段の検討が必要であった。 

 また、議員からの要望・提⾔については、議会事務局を⼀元窓⼝とし、議会

事務局から災害対策本部へ報告するルールを周知するも、議員が直接執⾏部へ

申し⼊れを⾏う場⾯も多々あったことから、さらなる本ルールの周知徹底が必

要であった。 
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○予算決算委員会室を避難所として開放及びその管理運営 

 4/16〜4/30（１５⽇間）  管理運営従事者･･･延べ２８⼈ 

 

○他対策部の応援 

 ・避難所運営業務･･･延べ３４２⼈（〜7/1） 

 ・災害対策本部情報⼊⼒、情報調整室連絡調整等業務･･･延べ３４４⼈（〜6/19） 

 

○その他 

 ・り災証明書発⾏関連業務･･･併任辞令により２⼈派遣（１〜２ケ⽉間） 

 ・住宅再建⽀援課へ１⼈異動･･･復興部の創設による（5/6 付） 
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 参 考  

災害対策本部事務分掌（抜粋） 

 
対策部共通事務 １ 所管業務に関する災害情報の情報調整室への報告に関すること。 

２ 所属職員の参集状況、被災状況（安否確認、被害）等の総務局対策部

への報告に関すること。 

３ 対策部内の連絡調整に関すること。 

４ 対策部内の庶務に関すること。 

５ 対策部内の職員の配置運⽤に関すること。 

班共通事務 １ 所管業務に関する災害情報の収集と集計及び対策部への報告に関す

ること。 

２ 所管施設等の被害状況把握と利⽤者の安全確保及び応急復旧対策の

実施に関すること。 

３ 所管施設の災害時における⽬的外臨時使⽤に関すること。 

４ 所属職員の参集及び被災状況（安否確認、被害）等の対策部への報告

に関すること。 

５ 所管業務に関わる関係機関・団体（災害時協定含む）との連絡調整に

関すること。 

６ 所管施設が避難所となった場合の開設、管理運営に関すること。 

７ 所管業務に関わる災害時要援護者対策に関すること。 

８ 所管業務に関する各班相互の連携協⼒及び連絡調整に関すること。 

９ 所管業務に関わる被災者⽀援対策に関すること。 

  

部 班 事  務  分  掌 

応援対策部⻑ 

（議会事務局⻑） 

他対策部の応援業務に携わる。 

 議会事務局班⻑ 

（部⻑指名者） 

１ 各対策部共通事務及び班共通事務に関すること。 

２ 他対策部の応援に関すること。 

担当室課 議会事務局 

〜  〜  

 



 
 

  


